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日本一の健康都市づくりを目指して　　
がんは早期発見が第一

3月5日から戸籍がコンピュータ化

市のホームページがリニューアル

所得税・市県民税の申告がはじまります

十日町市豪雪対策本部からのお願い

2002Ｗ杯チケット申し込み開始
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3／25 ,838
平成13年（2001年）

4月から、びん・プラスチック類の
分別収集が始まります



●
一
般
会
計
予
算
　
前
年
度
比
△
５
・
３
％

【
歳
入
】
前
年
度
に
比
べ
、
市
債
は
極
力
抑
え
て
△

18
・
４
％
、
市
税
は
経
済
状
況
か
ら
△
０
・
８
％
の

見
込
み
と
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】
福
祉
事
業
、
商
工
業
雇
用
対
策
、
教
育
施

策
お
よ
び
生
涯
教
育
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
特
別
会
計
予
算
　

【
国
民
健
康
保
険
】
医
療
給
付
費
で
２
・
３
％
増
の

見
込
み
。
老
人
保
健
拠
出
金
と
介
護
給
付
金
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
簡
易
水
道
】
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
事
業
に
伴
う
配
水
管
布
設
事
業
、
下
条
地

区
簡
易
水
道
の
配
水
池
増
設
事
業
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

【
下
水
道
事
業
】
新
座
・
大
井
田
処
理
分
区
な
ど
の

公
共
下
水
道
事
業
費
、
南
部
・
中
部
・
北
部
処
理
分

区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
費
な
ど
を
計

上
し
、
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
老
人
保
健
】
医
療
費
の
原
則
１
割
負
担
制
度
導
入

に
よ
り
、
医
療
給
付
費
は
４
億
円
程
度
減
額
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】
下
条
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業
の
平
成
15
年
度
供
用
開
始
に
向
け
、
処
理
場
の

建
設
な
ど
で
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
】
総
額
で
前
年
度
比
11
・
０
％
増
加
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
３
４
５
人
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
７
６
７

人
、
特
別
給
付
３
０
０
人
程
度
を
見
込
み
ま
し
た
。

●
水
道
事
業
会
計

給
水
収
益
は
、
前
年
度
比
１
・

５
％
増
の
見
込
み
。資
本
的
支
出
で
は
、配
水
管
布
設

工
事
な
ど
の
増
加
で
68
・
９
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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３
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
13
年
度
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
の
予
算
総
額
は

３
２
４
億
７
、
３
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
対

比
で
１
・
０
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
歳
入
は
、
市
税
の

個
人
市
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
が
、
長
引
く

不
況
の
影
響
な
ど
か
ら
減
額
の
見
込
み
と
し
ま

し
た
。
歳
出
で
は
、
里
創
プ
ラ
ン
「
十
日
町
ス

テ
ー
ジ
」
に
着
手
す
る
ほ
か
、
生
活
基
盤
の
基

礎
で
あ
る
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業

を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
施
策
、
中
心
市
街
地
活
性
化

関
連
事
業
や
企
業
設
置
奨
励
条
例
に
伴
う
商
工

業
施
策
、
消
雪
パ
イ
プ
・
流
雪
溝
事
業
・
克
雪

住
宅
普
及
事
業
促
進
な
ど
の
克
雪
施
策
、
小
中

学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
お
よ
び
完
全
給
食
な

ど
の
教
育
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

常
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
行
政
の
効
率
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
４
年
目
を
迎
え
た
長

期
発
展
計
画
に
沿
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
生
活
に
直
結
す
る
、
平
成
13
年
度
予
算

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予算総額324億7,300万円
生活環境の基盤である

下水道、農業集落排水事業に重点

一
般
・
特
別
会
計
の
概
要

地
域
経
済
の
再
生
と
雇
用
確
保
を
推
進
。

小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
お
よ
び

完
全
給
食
な
ど
の
教
育
施
策
に
積
極
予
算
。
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一般会計予算額の推移

市
の
平
成
　
年
度
予
算

13

市
の
平
成
　
年
度
予
算

13

一般会計 178億8,500万円（ 5.3％減）

特別会計 145億8,800万円（10.1％増）

合　　計 324億7,300万円（ 1 .0％増）

平成13年度予算総額

一般会計178億8,500万円の構成比

水道事業会計 一般会計・特別会計の内訳

単 位：万円、
（ ）：構成比率、
〈 〉：前年度比較増減率

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てん
します。

区　　　分

収益的収支

収　入 ６億6,842万円

支　出 ５億8,901万円

収　入 ２億8,333万円

支　出 ５億1,970万円

差　引 △ 2億3,637万円

資本的収支

金　　額 区　　　　　　分 金　　　　　　　額 前　年　比

一 般 会 計 178億8,500万円 △ 5.3％

特 別 会 計 145億8,800万円 10.1％

国 民 健 康 保 険 27億9,200万円 5.6％

簡 易 水 道 8億6,190万円 △ 5.9％

下 水 道 事 業 30億7,860万円 31.5％

老 人 保 健 39億7,750万円 △ 9.2％

農業集落排水事業 17億9,290万円 65.1％

介 護 保 険 20億8,510万円 11.0％

総　　　　　　　　額 324億7,300万円 1.0％

内
　
　
　
　
訳

特集　新年度予算



高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
続
く
農
業
の
中
で

も
、
と
り
わ
け
条
件
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
13
年
度
も
引
き
続
き
、

直
接
支
払
制
度
が
適
用
さ
れ
、
対
象
集
落
に
は

交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
の
ほ
場
条
件
や
生
活
環

境
を
一
体
的
に
整
備
す
る
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
が
中
条
地
区
の
山
間
部
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
13
年
度
は
、
魚
之
田
川
、
池
谷
、
三

ツ
山
な
ど
で
ほ
場
、
農
道
、
農
業
用
水
路
の
整

備
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
農
山
村
の
魅
力
と
安
ら
ぎ
を
広

く
都
会
の
人
々
に
提
供
し
よ
う
と
、
赤
倉
集
落

で
行
わ
れ
て
い
る
都
市
間
交
流
の
体
験
を
も
と

に
、
十
日
町
市
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
実
践
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

１
億
５
、
０
６
２
万
円

■
中
山
間
地
域
活
性
化
基
盤
総
合
整
備
事
業

（
中
条
高
原
地
区
、下
条
高
原
地
区
‥
負
担
金
、

委
託
費
ほ
か
）

５
、
６
４
９
万
円

□
農
地
環
境
整
備
事
業
　
　
　
　
４
８
３
万
円

過
剰
在
庫
を
抱
え
る
米
の
生
産
調
整
を
推
進

し
、
米
価
の
安
定
化
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
水
田
農
業
確
立
対
策
」
に
お
い
て
大
豆
、
そ

ば
な
ど
の
土
地
利
用
型
農
業
を
支
援
し
ま
す
。

生
産
調
整
と
消
費
拡
大
の
推
進
で
米
価
を
維

持
す
る
一
方
、「
土
地
利
用
型
作
物
本
作
化
条
件

整
備
事
業
」
や
「
農
林
業
生
産
体
制
整
備
事
業
」

に
よ
り
、組
織
経
営
体
の
育
成
に
つ
と
め
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
の
持
つ
公
益
性
を
重
視
し

て
、
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
市
有
林

の
整
備
や
民
有
林
保
育
を
推
進
す
る
た
め
の
、

ふ
る
さ
と
の
ス
ギ
活
性
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
保
全
管
理
を
容
易
に
す
る
た

め
、
林
道
開
設
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
高
品
質
生
産
体
制
整
備
事
業４

、
１
３
７
万
円

■
地
域
資
源
商
品
化
促
進
事
業２

、
６
１
９
万
円

■
生
産
調
整
推
進
対
策
市
単
奨
励
補
助
事
業

４
、
０
０
０
万
円

■
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
（
負
担
金
）

２
、
０
０
０
万
円

■
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
四
日
町
中
条
地
区
・

下
条
地
区：

負
担
金
）

８
、
９
７
３
万
円

□
き
の
こ
王
国
支
援
事
業
　
　
　
２
９
５
万
円

■
林
道
開
設
事
業
（
反
り
目
線
ほ
か
）

５
、
２
１
１
万
円

■
ふ
る
さ
と
ス
ギ
活
性
化
事
業
　
５
０
０
万
円

市
で
は
、
地
域
経
済
の
再
生
と
雇
用
の
確
保

を
推
進
す
る
た
め
、
13
年
度
か
ら
商
工
観
光
課

を
充
実
強
化
し
対
応
を
は
か
り
ま
す
。

経
済
対
策
と
し
て
「
経
済
景
気
対
策
特
別
資

金
貸
付
事
業
」
な
ど
を
継
続
し
、
不
況
に
苦
し

む
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
３
月
議
会
で

「
企
業
設
置
奨
励
条
例
」
の
一
部
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付
や
企
業
設

置
資
金
の
融
資
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
指
定
企
業
の
要
件
を
緩
和
し
ま
す
。

地
場
産
業
で
あ
る
き
も
の
産
業
の
活
性
化
を

目
的
に
、
「
工
業
関
係
補
助
金
」
な
ど
を
活
用

し
、
き
も
の
の
普
及
や
き
も
の
フ
ェ
ス
タ
、
き

も
の
園
遊
会
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
町
１
丁

目
並
び
に
本
町
５
・
６
丁
目
の
ア
ー
ケ
ー
ド
な

ど
の
整
備
に
対
す
る
支
援
や
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業
（
景
気

対
策
の
一
環
と
し
て
の
資
金
貸
付
）

５
億
９
、
０
４
８
万
円

■
中
小
商
工
業
者
支
援
貸
付
事
業

４
億
１
、
３
５
６
万
円

■
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
補
助
金

１
、
３
０
０
万
円

■
各
種
商
業
関
係
補
助
金
（
ア
ー
ケ
ー
ド
等
整

備
事
業
補
助
金
・
中
心
市
街
地
活
性
化
関
連

事
業
補
助
金
な
ど
）

３
、
７
２
２
万
円

■
小
売
商
業
近
代
化
資
金
貸
付
事
業

１
億
０
、
１
２
４
万
円

■
き
も
の
保
存
・
展
示
事
業
　
　
１
８
１
万
円

■
き
も
の
園
遊
会
補
助
金
　
　
　
５
０
０
万
円

■
企
業
設
置
奨
励
事
業
（
雇
用
促
進
奨
励
金
・

利
子
補
給
交
付
金
）

４
９
５
万
円

「
と
お
か
ま
ち
男
女
平
等
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
市
民

啓
発
や
市
民
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
女
性
政
策
事
業
　
　
　
　
　
　
２
２
９
万
円

■
十
日
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

１
、
０
４
３
万
円

■
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
事
業

２
億
０
、
５
３
９
万
円
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市
の
道
路
網
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
、
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
上

越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
（
高
規
格
道
路
）

の
う
ち
、「
八
箇
峠
道
路
（
約
10
d
）」
の
用
地

買
収
や
八
箇
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
用
道
路
に
着
手

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
八
箇
イ
ン
タ
ー
か
ら
十
日
町
イ
ン
タ

ー
ま
で
の
ル
ー
ト
も
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、

引
き
続
き
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

周
辺
の
土
地
利
用
調
査
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
６
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
た
市
道
高
山
太
子
堂
線
が
３
月
29
日
e

に
全
線
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

13
年
度
は
、
国
道
２
５
３
号
と
十
日
町
イ
ン

タ
ー
を
結
ぶ
「（
仮
称
）
高
山
水
沢
線
」
の
道
路

計
画
策
定
の
た
め
の
測
量
調
査
を
進
め
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業
全

体
で
６
億
５
、
９
０
０
万
円
を
計
上
し
、
新
光

寺
北
原
線
ほ
か
16
路
線
の
改
良
舗
装
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
成
５
年
度
か
ら
工

事
を
進
め
て
き
た
「
幸
町
城
之
古
線
（
歩
道
新

設
）
」
が
13
年
度
に
完
成
し
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
新
た
な
路
線
と
し
て
、
北
鐙
坂
南
鐙

坂
線
ほ
か
９
路
線
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
道
路
新
設
改
良
事
業
（
新
光
寺
北
原
線
・
幸

町
城
之
古
線
ほ
か
）
５
億
７
、
２
６
２
万
円

■
局
部
改
良
舗
装
事
業
　
　
　
　
９
７
０
万
円

■
測
量
調
査
設
計
事
業
（
関
根
２
号
線
、
鉢
１

号
線
ほ
か
）

６
５
０
万
円

□
（
仮
称
）
高
山
水
沢
線
道
路
整
備
事
業
（
測

量
調
査
設
計
委
託
）

１
０
０
万
円

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
総
合
公
園
お
よ
び
緑

道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

緑
道
は
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
玄
関
口
か
ら

西
側
（
信
濃
川
方
面
）
に
１
７
１
・
７
ｍ
を
整

備
し
、
13
年
度
中
に
延
長
１
、
３
２
０
ｍ
の
歩

行
者
・
自
転
車
道
が
完
成
し
ま
す
。

総
合
公
園
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ロ
ー

ラ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
兼
管
理
用
道
路
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
野
球
場
の
外
周
約
７
０
０
ｍ
の
コ

ー
ス
が
完
成
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
十
日
町
市
公
園
整
備
事
業
（
市
内
公
園
の
施

設
整
備
ほ
か
）

１
、
３
０
０
万
円

■
十
日
町
緑
道
整
備
事
業
　
２
、
０
０
０
万
円

■
十
日
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業

２
、
６
０
０
万
円

13
年
度
も
、
十
日
町
駅
西
と
西
本
町
の
２
地

区
で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
ま
す
。

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
都
市

基
盤
整
備
を
は
か
る
た
め
に
、
２
地
区
と
も
仮

換
地
の
指
定
を
進
め
な
が
ら
、
道
路
築
造
工
事

や
宅
地
整
地
工
事
を
行
い
ま
す
。
道
路
築
造
工

事
で
は
、
同
時
に
上
下
水
道
管
の
布
設
も
行
い

ま
す
。

ま
た
、
整
地
後
の
宅
地
へ
の
家
屋
移
転
も
進

め
る
と
と
も
に
、
測
量
や
家
屋
調
査
も
合
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

４
億
１
、
３
３
５
万
円

■
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

１
億
９
、
２
３
６
万
円

4

づ
く
り

都
市
基
盤

自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る

づ
く
り

産

業

活
力
に
満
ち
未
来
を
拓
く

新
年
度
の
主
要
事
業

十
日
町
市
の
平
成
13
年
度
当
初
予
算
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
は
新
規
事
業
を
示
し
て
い
ま
す
。

高
速
化
へ
の
第
一
歩
、

夢
が
ふ
く
ら
む
道
づ
く
り

生
産
調
整
と

土
地
利
用
型
農
業
の
確
立
支
援

中
山
間
地
域
の
活
性
化
支
援

景
気
対
策
等

雇
用
の
安
定
と
人
材
の
確
保

魅
力
あ
ふ
れ
る

都
市
基
盤
の
整
備

土
地
区
画
整
理
事
業

特集　新年度予算



廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
再
利
用
な
ど
、
資
源

の
循
環
型
社
会
の
構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
12
年
度
に
策
定

し
た
十
日
町
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

今
年
の
４
月
か
ら「
び
ん
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

の
分
別
収
集
を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、７
月
か
ら

は
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
各
団

体
間
に
よ
る
意
見
交
換
お
よ
び
相
互
に
支
援
し

合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
コ
プ
ラ
ン
市
民

推
進
会
議
」
の
発
足
な
ど
、
各
種
の
環
境
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

□
エ
コ
バ
ッ
ク
配
布
（
衛
生
施
設
組
合
事
業
）

３
５
０
万
円

□
び
ん
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
再
生
処
理
業
務
委

託（
衛
生
施
設
組
合
事
業
）
１
、２
０
０
万
円

■
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
　
２
５
６
万
円

□
ご
み
分
別
排
出
お
よ
び
生
ご
み
減
量
化
調
査

委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
万
円

■
空
き
缶
等
有
価
物
集
団
回
収
奨
励
金

１
４
２
万
円

■
霧
谷
処
分
場
適
正
化
対
策
事
業
（
衛
生
施
設

組
合
事
業
）

２
、
２
０
５
万
円

□
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
（
環
境
講
演
会
）

２
５
万
円

旧
十
日
町
市
街
地
を
中
心
と
し
た
区
域
の

「
住
所
の
表
し
方
」
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

こ
と
で
、
消
防
署
、
郵
便
局
、
警
察
署
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
か
ら
改
善
要
望
が
あ
り
ま
す
。

住
居
表
示
法
に
基
づ
く
「
住
居
表
示
」
で
は
な

く
、
原
則
、
現
在
の
行
政
区
を
維
持
し
た
形
と

し
、
防
災
、
環
境
整
備
活
動
を
行
う
上
で
、
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
各
町
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
を
重
点
に
お
い
た
「
町
界
町
名

整
理
事
業
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

13
年
度
は
、
事
業
の
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
眼
に
置
き
な

が
ら
、
計
画
区
域
の
基
礎
調
査
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
環
境
美
化
推
進
事
業
　
　
　
　
　
３
４
万
円

■
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
　
　
９
５
０
万
円

■
町
界
町
名
整
理
事
業
　
　
　
　
７
０
０
万
円

雪
国
の
住
民
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
冬
の
環
境
整
備
は
長
年
の
悲
願
で
す
。
克
雪

住
宅
整
備
で
は
、
雪
下
ろ
し
か
ら
の
解
放
を
目

標
に
、
引
き
続
き
融
雪
式
住
宅
や
耐
雪
式
住
宅

へ
の
融
資
や
補
助
を
行
い
ま
す
。

流
雪
溝
は
、
13
年
度
工
事
で
さ
ら
に
２
d
が

整
備
さ
れ
、
総
延
長
35
・
２
d
と
な
る
予
定
で

す
。
消
雪
パ
イ
プ
は
、
約
９
０
０
ｍ
の
延
長
工

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
多
量
の
地
下
水
を
消
雪
用
に
使
っ
て

い
る
市
街
地
で
は
、
地
下
水
位
の
低
下
や
地
盤

沈
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
下
水
の

利
用
実
態
を
把
握
し
、
安
定
利
用
の
ル
ー
ル
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
克
雪
住
宅
等
整
備
促
進
事
業

２
億
８
、
３
０
０
万
円

■
流
雪
溝
整
備
事
業
　
１
億
４
、
１
０
０
万
円

■
消
雪
パ
イ
プ
整
備
事
業
　
５
、
５
０
０
万
円

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
上

下
水
道
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

水
道
事
業
で
は
、
配
水
管
の
整
備
や
下
条
地

区
簡
易
水
道
の
配
水
池
増
設
を
行
い
ま
す
。
新

規
地
区
と
し
て
、
塩
ノ
又
、
鍬
柄
沢
地
区
の
基

本
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

下
水
道
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
、

新
座
・
大
井
田
処
理
分
区
、特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
で
南
部
処
理
分
区
（
水
沢
平
場
）、

中
部
処
理
分
区
（
江
道
・
猿
倉
）
、
北
部
処
理

分
区
（
中
条
平
場
）
の
管
渠
布
設
を
行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
下
条
地
区
で
管

路
布
設
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
15
年
度
の
供

用
開
始
に
向
け
、
処
理
場
建
設
を
２
か
年
で
行

い
ま
す
。

な
お
、
各
種
下
水
道
事
業
に
該
当
し
な
い
山

間
40
集
落
は
、
市
で
設
置
、
維
持
管
理
す
る
手

法
で
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
上
水
道
配
水
管
等
整
備
事
業

３
億
４
、
４
１
３
万
円

■
簡
易
水
道
配
水
管
整
備
事
業

４
億
６
、
８
４
１
万
円

□
下
条
地
区
簡
易
水
道
配
水
池
増
設
事
業

５
、
０
１
１
万
円

□
新
規
地
区
水
道
基
本
計
画
作
成
（
塩
ノ
又
、

鍬
柄
沢
地
区
）

７
０
０
万
円

■
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業

３
、
３
４
８
万
円

■
公
共
下
水
道
事
業
（
新
座
・
大
井
田
処
分
区

管
渠
布
設
工
事
）

８
億
５
、
９
６
０
万
円

■
特
環
下
水
道
事
業
（
南
部
、
北
部
、
中
部
処

理
分
区
管
渠
布
設
工
事
ほ
か
）

８
億
０
、
４
７
０
万
円

■
農
業
集
落
排
水
事
業
（
下
条
地
区
管
路
布
設

工
事
ほ
か
）

16
億
６
、
６
０
０
万
円
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今
、
学
校
で
は
平
成
14
年
度
か
ら
の
新
し
い

学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
分
か

る
楽
し
い
授
業
づ
く
り
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
試
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
多
様
で
豊
か
な
学
習
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
つ
と
め
ま
す
。

全
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
整
備
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
テ

レ
ビ
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
や
中
学
校
の

英
語
教
育
充
実
の
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
を
派
遣
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業

３
、
１
５
６
万
円

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
教
育
推
進
事
業

１
、
０
０
０
万
円

□
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

４
、
０
８
０
万
円

21
世
紀
の
十
日
町
市
を
生
涯
学
習
社
会
と
し

て
、
市
民
が
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
で

も
」
学
び
た
い
こ
と
を
学
び
、
交
流
の
で
き
る

ま
ち
に
す
る
た
め
、
「
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
（
案
）」
を
立
案
し
ま
し
た
。

13
年
度
は
、
市
の
総
合
計
画
と
整
合
性
を
は

か
り
な
が
ら
、
具
体
化
し
た
「
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
生
涯
学
習
推
進
事
業
（
生
涯
学
習
基
本
計
画

策
定
ほ
か
）

１
１
３
万
円

■
青
年
教
育
事
業
　
　
　
　
　
　
２
０
６
万
円

■
生
涯
学
習
事
業
（
高
齢
者
・
家
庭
教
育
・
成

人
婦
人
教
育
ほ
か
）

７
９
３
万
円

十
日
町
情
報
館
で
は
、
従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
研
修
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
全
市
的
に
開

催
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
テ
ィ
）
と
は
、
「
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
略

で
、「
情
報
通
信
技
術
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

13
年
度
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
を
学
べ
る
よ
う

に
、
情
報
館
、
公
民
館
本
館
・
分
館
な
ど
17
会

場
で
、
延
べ
１
、
１
０
０
人
の
初
心
者
向
け
の

講
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
情
報
館
資
料
購
入
・
整
理
事
業

１
、
１
１
５
万
円

□
Ｉ
Ｔ
講
習
会
等
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
事
業

１
、
４
１
３
万
円

昨
年
に
引
き
続
き
、
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
、
第
７
回
石
彫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
国
宝
館
・
火
z
の
都
計
画
で
示
さ
れ

た
内
容
を
尊
重
し
な
が
ら
、
国
宝
を
保
存
・
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

８
２
０
万
円

■
文
化
公
演
事
業
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

■
国
宝
展
示
・
保
管
・
発
信
事
業
５
８
８
万
円

■
出
土
品
・
整
理
・
活
用
事
業
（
発
掘
調
査
報

告
書
作
成
ほ
か
）

２
４
６
万
円

平
成
21
年
に
開
催
さ
れ
る
新
潟
国
体
冬
季
大

会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
の
会
場
地

誘
致
が
内
定
し
た
こ
と
か
ら
、
13
年
度
か
ら
競

技
施
設
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
陸
上

競
技
場
の
第
２
種
公
認
継
続
に
向
け
て
、
施
設

の
整
備
と
改
修
を
行
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
市
民
の
だ
れ
も
が
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に

応
じ
て
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

開
設
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の
開
催
や
体
育
指

導
員
に
よ
る
地
域
へ
の
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

開
催
な
ど
、
健
康
・
体
力
つ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
推
進
策
と
し
て
、
県

の
市
町
村
指
定
強
化
事
業
を
活
用
し
、
ス
キ
ー

競
技
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。
ほ
か
の
種
目
に

つ
い
て
も
体
育
協
会
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

学
校
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
競
技
力
向
上

と
底
辺
の
拡
大
に
つ
と
め
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
７
月
に
国
際
ユ
ー
ス
サ

ッ
カ
ー
IN
新
潟
の
試
合
を
開
催
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

□
陸
上
競
技
場
改
修
事
業
　
４
、
４
９
９
万
円

□
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場
関
連
維

持
・
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

■
健
康
体
力
増
進
事
業
（
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動

活
性
化
事
業
）

１
、
４
０
０
万
円

■
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
IN
新
潟
開
催
事
業

１
４
０
万
円

6

づ
く
り

人
豊
か
な
心
と
創
造
性
に
富
む

生
涯
学
習

基
本
計
画
の
策
定

多
様
で
豊
か
な
学
び
を
創
る

学
習
環
境
の
整
備

Ｉ
Ｔ
講
習
会

全
市
的
に
開
催

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

体
育
施
設
整
備

芸
術
文
化
の
振
興

づ
く
り

生
活
環
境

安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な

環
境
基
本
計
画
の

推
進
に
向
け
て

上
下
水
道
整
備

防
災
・
環
境
整
備
の
確
立

雪
国
環
境
の
整
備
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日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

世
代
を
越
え
た
総
合
的
な
保
健
福
祉
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

正
し
い
健
康
知
識
や
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
が
ん
予
防
講
演
会
や
糖
尿
病
教
室
な

ど
の
健
康
教
育
を
行
い
ま
す
。
新
た
に
高
齢
者

を
対
象
に
「
水
中
歩
行
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
、
乳
幼

児
健
診
や
住
民
健
診
、
寝
た
き
り
予
防
の
た
め

に
、
機
能
訓
練
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

事
業
を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
す
こ
や
か
エ
コ
ー
推
進
員
や
食

生
活
改
善
推
進
員
な
ど
の
健
康
づ
く
り
団
体
と

提
携
し
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業４

１
２
万
円

■
乳
児
医
療
費
助
成
事
業
（
満
１
歳
の
月
末
ま

で
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
）

１
、
３
２
２
万
円

■
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
満
１
歳
〜
満
６
歳

ま
で
の
就
学
前
幼
児
の
入
院
に
要
し
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
）

８
６
５
万
円

■
老
人
医
療
費
助
成
事
業
（
65
歳
〜
70
歳
ま
で

の
一
人
暮
ら
し
老
人
と
寝
た
き
り
老
人
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
）

２
０
万
円

■
精
神
障
害
者
医
療
費
等
助
成
事
業
（
医
療
費

の
自
己
負
担
額
を
軽
減
）

３
６
４
万
円

■
精
神
保
健
福
祉
事
業
　
　
　
　
７
９
０
万
円

■
母
子
健
康
診
査
事
業
　
　
　
　
７
４
８
万
円

■
幼
児
健
康
診
査
事
業
　
　
１
、
７
８
３
万
円

■
老
人
保
健
施
設
・
中
条
第
二
病
院
存
続
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
８
４
５
万
円

■
へ
き
地
患
者
輸
送
事
業
　
　
　
２
３
８
万
円

医
療
機
関
、
医
師
会
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
健
診
体
制
の
充
実
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
救
急
医
療
施
設
運
営
補
助
事
業
７
２
３
万
円

■
地
域
医
療
対
策
費
　
　
　
５
、
７
４
７
万
円

少
子
・
高
齢
化
、
社
会
環
境
の
急
激
な
変
化

を
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

と
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

２
年
目
と
な
っ
た
介
護
保
険
で
は
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
に
３
４
５
人
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
７
６

７
人
を
見
込
み
、
市
独
自
の
紙
お
む
つ
購
入
費

の
支
給
な
ど
、
合
わ
せ
て
19
億
５
、
８
６
９
万

円
の
給
付
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
「
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
や
「
家
事
型
ヘ
ル
パ
ー
」
の
派
遣
な

ど
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
家
庭
相
談
員
活
動
事
業
　
　
　
２
２
９
万
円

■
公
立
保
育
所
施
設
管
理
運
営
事
業４

３
７
万
円

■
私
立
保
育
所
施
設
整
備
支
援
事
業７

５
４
万
円

■
へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業

１
億
６
、
０
４
６
万
円

■
つ
く
し
園
運
営
事
業
　
　
２
、
０
２
７
万
円

■
園
外
保
育
バ
ス
等
借
上
補
助
事
業１

８
６
万
円

■
重
度
心
身
障
害
児
者
医
療
費
助
成
事
業
（
医

療
費
・
薬
剤
の
一
部
を
助
成
）

３
、
０
３
６
万
円

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

５
０
０
万
円

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
（
医
療

費
・
薬
剤
の
一
部
を
助
成
）

９
０
５
万
円

■
重
度
心
身
障
害
児
者
介
護
手
当
支
給
事
業

３
６
０
万
円

■
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業９

３
６
万
円

■
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

４
０
０
万
円

■
介
護
保
険
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
（
介

護
を
要
す
る
高
齢
者
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
）

19
億
５
、
８
６
９
万
円

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な

ど
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
）

１
、
６
５
６
万
円

■
家
事
援
助
・
病
院
付
き
添
い
事
業
（
介
護
保

険
対
象
外
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
）

６
４
５
万
円

■
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業
（
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
な
ど
へ
の
緊
急
通
報
装
置
貸
与
）

６
１
１
万
円

■
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
　
　
　
５
１
０
万
円

■
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
在
宅

の
要
援
護
高
齢
者
・
家
庭
に
対
し
総
合
的
な

相
談
・
介
護
予
防
）

２
、
７
２
１
万
円

■
老
人
在
宅
支
援
対
策
事
業
（
ね
た
き
り
等
介

護
手
当
）

１
、
２
０
０
万
円

■
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
住
宅
整
備
事
業

８
５
０
万
円

４
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
、
第
53
回
雪
ま
つ
り

の
開
催
を
は
じ
め
、
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝

大
会
20
周
年
記
念
と
し
て
全
国
新
民
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
業
で
あ
る「
き
も
の
」を
テ
ー

マ
に
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
き
も

の
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
個
性
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
し
、観
光
客
の
誘
致
に
つ
と
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
雪
ま
つ
り
事
業
　
　
　
　
３
、
５
０
０
万
円

■
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
　
２
８
０
万
円

■
十
日
町
市
観
光
協
会
委
託
料１

、
８
０
０
万
円

十
日
町
地
域
の
産
業
交
流
拠
点
施
設
と
な
る

ク
ロ
ス
10
周
辺
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
平
成
15
年

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
建
設
を
行
い
ま
す
。

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
は
、
広
域
圏
は
も
と
よ
り

全
国
に
「
き
も
の
文
化
・
食
文
化
」
を
情
報
発

信
し
、
あ
わ
せ
て
温
泉
施
設
を
持
つ
拠
点
施
設

と
し
て
、
交
流
人
口
の
増
大
を
は
か
る
も
の
と

期
待
で
き
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
広
域
事
務
組
合
事
業
負
担
金
）

①
里
創
プ
ラ
ン
ソ
フ
ト
事
業
　
　
２
７
１
万
円

（
事
業
費
　
１
、
５
５
０
万
円
）

（
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
企
画
・
準
備
、
花

の
道
事
業
ほ
か
）

②
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
（
仮
称
‥
越
後

妻
有
交
流
館
建
設
ほ
か
）
８
、
２
４
３
万
円

（
事
業
費
　
10
億
９
、
８
９
５
万
円
）

地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
、
官
民
協
働
に
よ
る
十
日
町
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
交

流
を
進
め
る
な
か
で
、
国
際
交
流
の
飛
躍
を
目

指
し
て
、
日
本
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。「（
仮
称
）
コ
モ
展
」

を
５
月
か
ら
約
１
か
月
間
に
わ
た
り
、
ク
ロ
ス

10
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
ボ
ル
タ
の
ア
ー
ト

展
、
コ
モ
市
観
光
紹
介
、
コ
モ
市
の
絹
織
物
を

紹
介
す
る
ス
タ
ン
ド
の
展
示
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
事
業
（
交
流
計
画

の
企
画
運
営
団
体
へ
の
助
成
）
４
０
０
万
円

■
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
運
営
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
３
０
０
万
円

□
２
０
０
１
年
イ
タ
リ
ア
年
記
念
事
業

４
０
０
万
円

■
地
域
集
会
施
設
整
備
事
業
（
高
田
町
３
南
）

５
０
０
万
円
　

今
年
は
、
２
０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

会
の
前
年
と
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン

プ
地
誘
致
を
目
指
し
、
最
大
限
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
雰
囲
気
を
市
全

体
で
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
講
演
会
や
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

■
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業

５
０
０
万
円

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
時
代
に
対
応
し
て
、

当
市
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
担
当
す
る
「
係
」
を
新

設
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
５
月
19
日
か
ら
、
土
・
日
曜
日
に
十
日
町

情
報
館
で
は
、
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明

書
・
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発

行
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と
め

ま
す
。
こ
れ
は
、
３
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
た
戸

籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
併
せ
、
休
日
（
土
・

日
曜
日
）
で
も
市
民
生
活
に
密
着
し
た
３
種
類

の
証
明
書
を
発
行
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

【
主
な
事
業
】

□
情
報
化
推
進
事
業
　
　
　
　
　
９
４
９
万
円

□
証
明
書
休
日
発
行
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

６
８
万
円
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

交

流

ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す

地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
の
振
興

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

Ｗ
杯
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

交
流
拠
点
整
備
に
向
け
て

づ
く
り

福
祉
社
会

健
や
か
で
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た

健
康
都
市
づ
く
り
と

保
健
体
制
の
充
実

人
に
や
さ
し
い

生
涯
福
祉
の
推
進

医
療
体
制
の
充
実
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市
内
牧
新
田
（
新
宮
地
内
）
に
あ

る
牧
脇
観
音
堂
に
、
本ほ

ん

尊ぞ
ん

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
る
聖

し
ょ
う

観
音
像
で
す
。
保
存
状
態

も
よ
く
、
端た

ん

正せ
い

な
像
で
、
仏
像
調
査

の
結
果
、
戦
国
時
代
末
ご
ろ
に
制
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

像
高
は
、
87
・
５
セ
ン
チ
、
髪み

際ぎ
わ

高
76
・
５
セ
ン
チ
、
台
座
高
22
セ
ン

チ
で
寄よ

せ

木ぎ

造
づ
く
り

。
肉
身
を
現
わ
さ
な
い

着
衣
の
聖
観
音
像
で
す
が
、
こ
の
様

式
は
鎌
倉
時
代
に
入に

っ

宋そ
う

僧そ
う

に
よ
っ
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
各
地
に
造ぞ

う

立
り
ゅ
う

さ

れ
て
い
ま
す
。
少
し
顎あ

ご

の
は
っ
た
平へ

い

滑か
つ

な
面
に
細
く
見
開
く
目
や
、
や
や

厚
い
上
唇
を
も
つ
整
っ
た
面め

ん

貌ぼ
う

を
持

ち
、
形
式
に
の
っ
と
り
な
が
ら
、
し

っ
か
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
堅

実
な
作
風
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

元げ
ん

亀き

３
年
（
１
５
７
２
年
）
の
縁

起
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
に

よ
り
こ
の
こ
ろ
の
制
作
の
可
能
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
仏

像
が
極
端
に
少
な
く
、
遠
く
古
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
神
宮
寺
の
本
尊
と

脇わ
き

侍じ

二
天
王
像
以
後
、
江
戸
時
代
ま

で
の
５
０
０
年
間
に
制
作
さ
れ
、
現

存
す
る
仏
像
は
数
件
し
か
確
認
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
聖
観
音
立
像
は

中
世
末
の
貴
重
な
資
料
で
す
。

十
日
町
絹
織
物
産
地
の
功
労
者
と

し
て
知
ら
れ
る
、
宮
本
茂
十
郎
の
手

織
り
の
裂
地
で
す
。
現
存
す
る
茂
十

郎
の
唯
一
の
遺
品
と
し
て
も
、
資
料

価
値
が
高
く
、
十
日
町
に
と
っ
て
大

切
な
品
で
す
。

こ
の
裂
地
は
と
も
に
子こ

持も
ち

縞じ
ま

で
、

十
日
町
榎
町
（
現
‥
宮
下
町
西
）
の

樋
口
佐
七
家
（
屋
号
‥
金
登
屋
）
の

裂
見
本
帳
に
貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
本
帳
に
は
樋
口
佐
七
の
筆
で
「
元

祖
飯
塚
茂
重
郎
殿
、
十
日
町
ニ
テ
織

初
メ
ノ
見
本
ニ
テ
、
切
レ
ハ
樋
口
八

十
八
殿
ヨ
リ
賜
ル
」
な
ど
の
書
込
み

が
あ
り
、
宮
本
茂
十
郎
の
手
織
り
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

茂
十
郎
は
別
に
飯
塚
茂
十
（
重
）

郎
と
い
い
、
京
都
西
陣
の
織
物
技
術

者
で
、
渡
り
職
人
と
し
て
桐
生
な
ど

で
織
物
の
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。

文
政
末
年
こ
ろ
に
越
後
に
入
り
、
五

泉
・
加
茂
な
ど
を
経
て
十
日
町
を
訪

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
は
、
高た
か

機は
た

を
導
入
し
、

絹
織
の
製
法
を
伝
授
し
て
、
十
日
町

が
絹
織
物
産
地
へ
発
展
し
て
い
く
礎

い
し
ず
え

を
築
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
年
で

十
日
町
を
去
り
、
以
後
消
息
を
絶
ち

ま
し
た
。
町
で
は
大
正
12
年
茂
十
郎

の
功
績
を
称
え
、
宮
本
公
園
を
造
成

し
、
顕け

ん

彰
し
ょ
う

碑ひ

を
建
立
し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
資
料
は
、
所
有
者
か
ら

市
博
物
館
に
寄き

託た
く

さ
れ
、
常
設
展
示

室
で
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
緑
の
募
金
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
よ
る
募
金
活
動
や
嘱
託
員
さ
ん
を

通
じ
て
各
家
庭
に
お
願
い
す
る
家
庭

募
金
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
集
ま
っ

た
募
金
は
、
学
校
・
公
園
な
ど
の
緑

化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
県
内
で
約
７
、
２
６
０

万
円
、
市
内
で
は
１
４
４
万
円
の
募

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
12
年
度
は
、
市
内
の
校
庭
緑

化
な
ど
が
４
校
、
緑
の
募
金
記
念
樹

は
５
か
所
で
サ
ク
ラ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

を
27
本
植
樹
し
ま
し
た
。

10

木造聖観音像（牧脇観音堂）

宮本茂十郎手織の透綾（絹縮）裂地（明治４年『金登屋・雛形帳』に貼付）

木
造
聖
観
音
立
像

１

躯

有
形
文
化
財
　
　
彫
　
刻

宮
本
茂
十
郎
手
織
の

透
綾
（
絹
縮
）
裂
地

３

点

有
形
文
化
財
　
　
工
芸
品

〜

市
指
定
文
化
財
に
２
件
を
追
加

〜

十
日
町
市
文
化
財
保
護
審
議
会
（
樋
熊
清
治
会
長
）
は
、
２
月
27
日
に

審
議
会
を
開
き
、
新
た
な
市
指
定
文
化
財
と
し
て
、
木
造
聖

し
ょ
う

観
音
立

り
ゅ
う

像ぞ
う

１

躯く

と
宮
本
茂
十
郎
手
織
の
透
綾

す
き
や

（
絹
縮
）
裂き

れ

地ぢ

３
点
を
、
新
た
に
市
指
定

文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
３
月
22
日
付
け
で
こ
れ
ら
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
の
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
１
件
、
国
の
重
要
文

化
財
２
件
、
県
指
定
７
件
、
市
指
定
33
件
の
合
計
43
件
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
市
指
定
文
化
財
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応援 します

雪に強いまちづくり
十日町市では「雪に強い住まい・まちづくり」を目指して、

克雪住宅づくりの応援を行っています。ぜひご活用ください。

◇補 助 対 象
【融雪式】
①融雪装置（地下水の解放利用を伴うものを除く）の

設置工事で、新築・増築・改良によるもの。

②融雪構造住宅の新築・増築工事及び融雪構造住宅へ

の改良工事

【耐雪式】
3.3ｍ以上の積雪荷重に耐える安全な住宅の新築・

増築工事で、雪ぴ対策を講じたもの

◇補 助 条 件
①個人住宅および共同住宅（併用住宅も含みます）

②簡易な雨水・融雪水の「地下水かん養ます」の設置

が必要です。

③平成13年度内に完成する住宅に限ります。

④克雪住宅づくり資金貸付制度を受ける場合でも該当

します。

※過去に克雪住宅関連補助を受けた人は該当しません。

◇地 区 要 件（※本事業からの新たな要件です）

克雪住宅の集団的整備を促進するなどの諸要件をと

りまとめ、市長から指定を受けた地区。

◇補助金上限 44万円

◇受 付 期 間 ４月２日b～９月28日f

◇対象工事・貸付額
【融雪式】
①融雪装置の設置工事（ただし地下水の解放利用を伴

うものを除く）…融雪装置の設置工事費の80％以内

②融雪構造住宅の新築工事…………工事費の15％以内

③②の建物への改良工事……………工事費の80％以内

【耐雪式】
3.3ｍ以上の積雪荷重に耐える安全な住宅の新築・

増築工事で雪ぴ対策を講じたもの…工事費の20％以内

【落雪式】
①屋根勾配や滑りやすい屋根材などを利用して雪を滑

り落とす建物の新築・増築工事…工事費の10％以内

②①の建物の改良工事………………工事費の80％以内

◇貸 付 条 件
①13年度内に完成する工事であること。

②店舗など住宅以外の建物も対象とします。

③簡易な雨水・融雪水の「地下水かん養ます」の設置

が必要です。

◇貸付限度額 500万円

◇貸 付 利 率 年2.5％

◇貸 付 期 間 10年以内

◇受 付 期 間 随　時

克雪住宅環境整備
支援事業（協調整備事業）

旧来の克雪住宅普及促進事業にかわる新規事業です

克雪住宅づくり
資金貸付制度

問合せ・申込み　　建設課克雪利雪対策室建築住宅係（内線274または275）

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
緑
の
募
金
」

4月1日A～5月31日E
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
雪
の
里
」（
関
谷
吉
次
理
事
長
）

が
、
２
月
９
日
f
に
県
知
事
か
ら
の
認
証
を
受

け
、
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
雪
の
里
で
は
、
「
望
ま
し
い

給
食
」
を
当
面
の
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
安

全
で
、
新
鮮
で
、
安
心
し
て
」
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
、
地
元
食
材
の
活
用
を
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

関
谷
理
事
長
は
「
発
足
に
あ
た
り
、
多
く
の

皆
様
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
、
私
ど
も
の
法
人
に
は
、
食
品
の

生
産
・
流
通
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
我
々
が
培
っ
て
き
た
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
あ
る
べ
き
食
品
・
食
文

化
の
実
現
に
向
け
て
、
提
言
と
努
力
を
重
ね
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
法
人
で
は
、
事
務
所
を
中
条
八
幡

の
高
長
醸
造
場
内
に
設
置
し
、
活
動
の
賛
同
者

や
研
修
会
な
ど
の
参
加
者
を
募
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
雪
の
里
事
務
局
（
1
52
│
３
２
８
１
）
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学
校
や
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
集
団
体
験
活
動
を
と
お
し
て
、

仲
間
作
り
の
輪
を
広
げ
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
ま
す
。

■
定
　
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
＝
保
険
料
・
材
料
費
な
ど
を
必
要
の
つ
ど
徴
収
し
ま
す
。

学
校
や
学
年
間
を
超
え
た

仲
間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か

子どもたちのレクリエーション広場

体
験
・
集
団
活
動
を
親
子
で
共
有
し
、
親
は
同
一
体
験
か
ら
子

ど
も
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
す
。

■
定
　
員
＝
30
組
（
先
着
順
）

■
参
加
費
＝
２
、
０
０
０
円
（
保
険
料
・
材
料
費
な
ど
）

自
然
の
面
白
さ
不
思
議
さ
を
知
っ
た
り
、

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う

対　象
小学校１～３年生

の親子

みんなで 遊ぼうよ！
少年育成センターでは、小学生を対象とした楽しい

事業を行います。ぜひご参加ください。
■申込み・問合せ

少年育成センター（157－8918）

活動に意欲を燃やす主要メンバー

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は

特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
に
基
づ
き
、
社
会
的
使

命
の
実
現
を
目
指
し
て
、

不
特
定
多
数
の
利
益
の
た

め
に
公
共
活
動
を
行
う
、

法
人
格
を
持
っ
た
組
織
・

事
業
体
。
特
定
非
営
利
活

動
法
人
と
も
呼
ば
れ
る
。

市内で２つ目のＮＰＯ法人

「ネットワーク雪の里」が誕生
～安全、新鮮、安心な給食がテーマ～

※計画は都合により変更することもあります。 ※計画は都合により変更することもあります。

■問合せ　公民館本館（157─5011）

対
象
　
３
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

○活　動 自然とのふれあい、ダンス、ゲーム、

遊びなどを主に屋外で楽しみます。

○期　日 ５月11日f～12月までの金曜日

月２回で計14回、午前10時～11時30分

○会　場 青少年ホームに集合します。

その都度、方面を変えての屋外活動

○指導者 佐藤泰子さんほか指導者を招きます。

○会　費 無料。ただし、毎回おやつ代100円。

○申込み 公民館本館へ電話または申込書を持参。

（申込書は公民館本館受付にあります）

○期　間 （前期）４月17日～12月18日

（冬季）１月15日～３月19日

毎週火曜日、午前10時～11時

○会　場 （前期）市民体育館（冬季）サンクロス

○活　動 親子で走る、リズム遊び、手遊び、ボ

ール、紙工作、散歩、遠足など

○指導者 富井朝子さんなど、支援ボランティア

のほかに県内から指導者を招きます。

○会　費 無料。ただし、おやつ代が必要です。

（前期）2,000円（冬季）1,000円

○申込み ４月17日c、第１回目の会場（市民体育

館）においでください。

｝全40回

なかよしランド
2001

子育て支援計画

子育て支援2001

自然と遊ぼう
『わくわくランド』

会員募集

（先着25組）

４月22日a

５月13日a

６月10日a

７月15日a

８月 8日d

９月 9日a

10月14日a

11月11日a

12月 9日a

１月13日a

２月10日a

３月10日a

はじめまして（みんなで遊ぼう） 育成センター

自然観察ゲーム（新緑の中で踊ろう） 十日町公園

踊って踊っていい汗かこう（マスコットを作ろう） 育成センター

ハイキング（高原の風の中で踊ろう） 大池いこいの森

野外炊飯をやろう（買い物など自分達で行う） 育成センター

ほくほく線に乗ろう（花さく高原で踊ろう） アルプの里

走ってみよう踊ってみせよう（なかよしランドﾞと運動会） 市民体育館

得意なダンスは？好きな曲は？（かるたも作ろう）

クリスマスパーテイ（フオークダンスを楽しむ） 育成センター

歌って踊って室内ゲーム（正月遊びを楽しむ）

私たち雪の子（雪あそびあれこれ） 十日町公園

お別れパーテイ（お父さんお母さんを招待する） 育成センター

月　　日 内　　　　　　　　容 会　　場

４月28日g はじめましてよろしく（仲間作り開校式） 育成センター

５月20日a 十日町を知ろう（ウオークラリーに参加しよう） 市　　　　内

６月17日a ほくほく線に乗ろう （春の自然に親しもう） アルプの里

７月26日e 十日町の美しさを知ろう（夜間ふくろうウオーク）
市　　　　内８月18日g

～19日a
友だちの輪を広げよう（交流キャンプ）
・東京都葛飾区　宝木塚子ども会との交流

９月 8日g 交流の輪を広げよう（青年学級フェステバル参加） 育成センター

10月21日a 秋の自然に親しもう（ネイチャーゲーム） 市　　　　内

11月10日g そば作りを体験しよう（郷土の味を味わおう）

12月23日a クリスマスケーキを作ろう（手作りケーキに挑戦しよう） 育成センター

１月26日g 百人一首に親しもう（かるた大会を行う）

２月23日g スキーを楽しもう（アルペンスキーの技術を学ぼう） 当間スキー場

３月28日e お別れ会（お世話になった人達に感謝をしよう） 育成センター

内　　　　　　　　容 会　　場月　　日

アドベンチャースクール
対　象

小学校４～６年生
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法
律
の
改
正
に
よ
り
、
国
保
の
滞

納
措
置
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
十
日
町
市
で
も
取
扱
要
綱
を
定

め
ま
し
た
。
国
保
料
を
納
め
な
い
で

い
る
と
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
の
医

療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
る
な
ど

の
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

今
、
元
気
で
も
、
万
一
、
病
気
に

な
っ
た
場
合
、
困
る
の
は
本
人
や
家

族
で
す
。
国
保
料
は
、
か
な
ら
ず
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
督
促
を
う
け
た
り
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

・
保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
短
期
被
保

険
証
の
交
付
）

・
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。）

※
こ
の
場
合
、
保
険
証
の
か
わ
り
に

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交

付
し
ま
す
。支
払
っ
た
医
療
費
は
、

あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
戻
し
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

・
国
保
の
保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

・
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か

ら
滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

・
財
産
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け

ま
す
。

・
滞
納
し
た
保
険
料
を
完
納
し
た
と

き
、
ま
た
は
、
滞
納
額
が
著
し
く

減
少
し
た
と
き
。

・
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
た
と

き
。

■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係

（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１
５
５
）

14

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
予
算

や
保
険
料
な
ど
運
営
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
①
被
保
険
者
代

表
（
国
保
加
入
者
５
人
）
②
医
師
・

薬
剤
師
代
表
（
５
人
）
③
公
益
代
表

（
市
議
会
議
員
５
人
）
④
被
用
者
保

険
の
保
険
者
代
表
（
３
人
）
の
18
人

の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
委
員
の
う
ち
、
①
被
保
険

者
代
表
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
人
数

５
人

■
委
員
の
任
期

平
成
13
年
６
月
１
日
か
ら
15
年
５

月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
十
日
町
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

り
、
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
１
年
間
に
３
回
程
度
開
催
す
る
運

営
協
議
会
（
お
お
む
ね
午
後
３
時

30
分
か
ら
１
時
間
半
程
度
）
に
出

席
で
き
る
こ
と
。

・
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
、

事
業
主
か
ら
就
任
に
つ
い
て
の
承

認
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

■
応
募
方
法

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業

な
ど
を
記
載
し
た
応
募
用
紙
に
、
作

文
を
添
え
て
申
込
先
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
応
募
用
紙
は
申
込
先
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
任
意
の
用

紙
で
も
応
募
で
き
ま
す
）

作
文
は
、
日
ご
ろ
国
民
健
康
保
険

や
医
療
、
健
康
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
こ
と
を
、
ご
自
分
で
テ
ー
マ

を
決
め
て
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。

■
締
切

４
月
20
日
f
必
着

■
選
考
結
果

５
月
上
旬
に
、
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
合
せ

十
日
町
市
介
護
保
険
課
国
保
係

（
〒
９
４
８-

８
５
０
１
　
千
歳
町
３

-

３
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１
５
５
）

〜
国
民
健
康
保
険
の
こ
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

国保料の滞納措置が
厳しくなりました

～国保料は納期内に納めましょう～

納
期
限
を
過
ぎ
る
と

納
期
限
か
ら

１
年
を
過
ぎ
る
と

１
年
６
か
月
を

過

ぎ

る

と

そ
れ
で
も
な
お

納
め
な
い
で
い
る
と

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、

通
常
の
扱
い
に

戻
り
ま
す

納付が困難な人は、
まず国保にご相談を！

災害や病気などのやむを得な

い事情により保険料の納付が困

難な場合は、早めに国保窓口に

ご相談ください。

公民館はみなさんの学びを応援します
十日町市公民館（学校町１）1５７－５０１１へお申し込みください

学習時間は２時間。申込書は公民館（本館・地区館）にあります。

学習情報

講　座　名 内　　　　　　　　容 日　　　時 開　講　日
（開催期間）

英　会　話（昼） 聞く話すを中心に、英会話に慣れ親しむことから始めます。

（初心者向け）

第１・３水曜日午後１：30～ ４月18日
（14年３月まで）

焼　　　物（昼）
成型から窯焼きまで学ぶ、初心者向けの入門教室です。

第１・３火曜日午後１：30～
４月17日

（14年３月まで）
焼　　　物（夜） 第１・３火曜日午後７：00～

４月20日
（12月まで）版　　　　　画 木版画の世界を楽しむ初心者向けの入門教室です。 第１・３金曜日午後７：00～

４月24日
（14年３月まで）実 用 手 工 芸 織物の布切れなどを活用し、実用小物づくりを楽しみます。 第２・４火曜日午後７：00～

４月24日
（14年３月まで）俳　　　　　画 詩や俳句の世界を絵筆で表現します。 第２・４火曜日午後７：00～

４月18日
（14年３月まで）立体造形を楽しむ テラコッタ（泥人形）、彫塑など造形の基本を学びます。 第１・３水曜日午後７：00～

５月26日
（14年３月まで）郷　土　料　理 わが家の食卓に郷土料理を。 ５・７・９・11・１・３月の

第４土曜日午前10：00～

４月24日
（12月まで）男　の　料　理 これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」。主夫のた

めの料理教室です。 第２・４火曜日午後７：00～

４月25日
（14年３月まで）リフレッシュ健康体操 世界のフォークダンスを楽しみながら健康づくりをします。 第２・４水曜日午前10：00～

自主学習
グループ ドレミの基礎から学びます。 第１・３水・日曜日

午後７：00～
４月18日

（14年３月まで）

■経　費 講座によって異なります（1,500円から3,000円　教材費は別途）。詳しくはお問い合わせください。

■その他 申込者の少ない講座は、中止する場合があります。

フルート

英　会　話（夜） 第１・３火曜日午後７：00～ ４月17日
（14年３月まで）

成 人 講 座

明 石 学 級 青 年 学 級

全 体 学 習

書　　道 実用書や仮名書きなど、習字の基礎を学びます。 第２・４c午前９：30～

写　　真 撮影の技術を学び自然や行事生活を撮影します。 第２・４c午後１：30～

健康たいそう 無理なく体を動かし、健康の維持を図ります。 第１・３d
午前９：30～

合　　唱 唱歌、流行歌など楽しく声を出します。 第２・４e
午後１：30～

ワープロ 文書作成の基礎を学び、案内状や年賀状などを作
ります。（※①コースは初級、②コースは中級）

①第1・3e②第2・4e
午前９：30～

手　　芸 暮らしに役立つ、手作り作品を楽しみます。 第２・４e
午後１：30～

園　　芸 植物栽培の基礎を楽しく学びます。 第２・４f
午前９：30～

料　　理 栄養価のある健康料理を楽しみます。
（※①コースか②コースを選んでください）

①第1・3f②第2・4f
午前９：30～

生 け 花 生け花の基礎を学び、豊かさを身につけます。 第１・３f
午後１：30～

工　　芸 紙粘土で人形や花などを制作します。 第２・４f
午前９：30～

俳　　句 俳句を通して自然と心を表現します。 第２・４c
午後１：30～

川　　柳 社会の動き、身のまわりのことに関心を持ち表
現します。

第２・４d
午後１：30～

絵手紙・
ハガキ絵

絵心のない人もハガキに簡単に絵が描けるよう
になります。

第１・３e
午後１：30～

ダ ン ス 基礎を学び、楽しく踊ります。 第２・４f
午後１：30～

水中運動 温水プールで楽しく運動します。 第２・４d
午後１：30～

■対象者 60歳以上の人

■期　間 平成13年４月～14年３月

■経　費 年間3,000円～4,000円（入講料・自治会費）

連絡用ハガキ11枚（宛名書きをしたもの）

■開級式 ４月17日c午前９：30～11：30

開式行事・学習計画・自治会組織・アトラクション

一般教養を学習する交流の場です。※高齢者の働き、栄養
と健康、地域学習（毎月第３c午前９：30～）

コ
　
ー
　
ス
　
学
　
習

グ
ル
ー
プ
学
習

学 習 活 動

焼 き も の

美　　　術

シ ネ マ ＆
ビジュアル

パ ソ コ ン

英　会　話

手　　　話

自 治 会 活 動

全　体　学　習

■対象者 18歳～30歳までの青年男女

（既婚者でもOK）

■期　間 平成13年４月～14年３月の毎週木曜日

■経　費 4,000円（学習活動費・自治会費）

■会　場 公民館本館（学校町１）

■開級式 ４月12日e午後７：00～

板づくりやロクロなど、焼きもの基礎

を学びます。

水彩画・油絵・イラストなどを始めた

い人でも大丈夫。

映画・プロモーションビデオを制作

し、パソコンで映像編集します。

パソコンの基礎からホームページの作

成までを学びます。

リスニングを中心に日常英会話を楽し

く学びます。

手話を必要とする人との交流を深めな

がら、基礎から実用手話までを学びます。

新年度交流会、サマーキャンプ、公民館まつりな

ど、学級内の交流と地域への広報活動を行います。

社会人としてのマナーや成人として知

っておくべきことを学習します。

コ

　

ー

　

ス

　

学

　

習

内　　　　　容
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総
合
体
育
館
で
は
、
今
年
度
も
４

月
か
ら
３
月
ま
で
４
期
に
わ
た
っ
て

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
は
、１
期
参
加
者
を
募
集
中
。

初
心
者
や
中
高
年
の
人
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
＝
15
歳
以
上
の
健
康
な

人
。
た
だ
し
中
学
生
を
除
く
。

■
参
加
費
＝
①
教
室
参
加
料
（
１
コ

ー
ス
10
回
分
）
１
、
５
０
０
円
②
施

設
使
用
料
（
毎
回
）
２
０
０
円
、
あ

る
い
は
１
か
月
以
上
の
定
期
券
を
お

持
ち
の
人
は
①
の
み
。

■
申
込
み
＝
総
合
体
育
館
へ
。（
先
着
順
）

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

108

４月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 20（36） 22（43） ０（１） 65（117）

12年 21（39） 26（48） ０（０） 65（109）

２月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

新入学児童（園児）を
交通事故から守りましょう

〈
秋
葉
山
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
〉
▼
４
月
29
日
-
▼
大
島
村
上
岡
▼
ほ
く
ほ

く
大
島
駅
か
ら
徒
歩
15
分
▼
秋
葉
山
中
腹
に
１
本
の
長
い
明
か
り
の
帯
が

浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
伝
統
行
事
▼
大
島
村
役
場
総
務
課
交
流
係
（
1

０
２
５
５
９
│
４
│
３
１
０
１
）

〈
高
田
城
百
万
人
観
桜
会
〉
▼
４
月
７
日
g
〜
22
日
a
▼
高
田
公
園
▼
高

田
駅
よ
り
徒
歩
20
分
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
高
田
城
三
重
櫓

や
ぐ
ら

と
４
千
本

の
夜
桜
が
見
事
で
す
。
▼
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
1
０
２
５

５
│
43
│
２
７
７
７
）

〈
第
２
回
観
桜
号
臨
時
直
通
運
転
（
要
予
約
）〉
▼
４
月
14
日
g
▼
行
き
‥

十
日
町
駅
発
午
後
１
時
８
分
〜
高
田
駅
着
２
時
41
分
、
帰
り
‥
高
田
駅
発

午
後
７
時
55
分
〜
十

日
町
駅
着
９
時
５
分

（
予
定
）
▼
大
人
３
、

２
０
０
円
、
小
人
２
、

２
０
０
円
（
十
日
町

駅
発
着
・
く
び
き
の

押
し
寿
司
付
き
）

▼
定
員
１
４
５
人（
最

小
催
行
人
員
１
０
０

人
）
▼
北
越
急
行
㈱

営
業
開
発
室
（
1
50

│
１
２
５
１
）

期　　　間 ４月６日f～4月15日a

スローガン

～手を上げた にっこり笑顔が 渡る道～

運動の重点

１．子供と高齢者の交通事故防止

２．自転車の安全利用の推進

３．シートベルトの着用とチャイルド

シートの正しい使用の徹底

問合せ＝総合体育館
（15 2 ─ 4 3 7 7 ）

関
口
和
郎
さ
ん

６
年
前
の
春
、
市
長
、

先
輩
の
御
指
名
で
、
当

事
務
所
に
勤
務
い
た
し

ま
し
た
。
ふ
り
返
っ
て

み
ま
す
に
、
当
事
務
所
は
い
く
つ
か
の
目
的
を
担

っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
中
央
と
の
連
絡
、

情
報
収
集
は
も
と
よ
り
、
十
日
町
・
東
京
と
の
交

流
や
首
都
圏
で
の
人
脈
づ
く
り
に
は
大
き
な
貢
献

を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。
大
好
き
十
日
町
会
の

強
化
、
実
業
ク
ラ
ブ
、
ぺ
ん
く
ら
ぶ
な
ど
の
集
ま

り
の
実
現
は
そ
の
一
つ
で
す
。
国
政
や
経
済
の
動

向
で
、
道
な
か
ば
で
あ
っ
た
仕
事
も
あ
り
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
の
６
年
間
、
事
務
所
を
通
じ
て

の
２
人
の
所
長
の
公
私
を
問
わ
ぬ
活
動
は
、
必
ず

や
将
来
の
布
石
と
な
る
で
し
ょ
う
。

在
任
中
の
十
日
町
関
係
者
の
御
厚こ
う

誼ぎ

に
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
一
方
な
ら
ぬ
お
つ
き
あ
い
を

い
た
だ
い
た
丸
山
、
樋
口
の
両
所
長
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

樋
口
頴え

い

治じ

さ
ん

東
京
商
船
大
学
名
誉

教
授
と
し
て
、
余
生
を

楽
し
ん
で
い
る
と
き
に

事
務
所
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
手
伝
人
に
は
地
方
行
政
の
練
達
者
が
多
勢

い
ま
し
た
が
、
都
合
が
悪
い
と
い
う
の
で
私
ま
で

が
手
助
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

酒
好
き
な
の
が
十
日
町
市
東
京
事
務
所
に
入
っ

た
の
で
、
友
だ
ち
が
美
味
し
い
新
潟
の
酒
を
ご
ち

そ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
遠
慮
な
く
飲
み
、
半
年

後
に
は
肝
臓
を
悪
く
し
ま
し
た
。
１
か
月
入
院
し

て
、
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
後
は
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り
と
、
春

の
花
見
、
柴
又
祭
り
、
雪
ま
つ
り
、
大
地
の
芸
術

祭
な
ど
、
十
日
町
の
お
祭
り
騒
ぎ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
く
今
日
ま
で
き
ま
し
た
こ
と
を
あ
り
が
た

く
、
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。村

山
治
夫
さ
ん

６
年
間
、
嘱
託
と
し

て
通
っ
た
銀
座
四
丁
目

の
十
日
町
市
東
京
事
務

所
が
、
こ
の
３
月
末
で

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
平
成
７

年
４
月
５
日
、
こ
の
事
務
所
に
入
り
切
れ
な
い
ほ

ど
の
来
賓
が
参
集
し
、
盛
大
な
開
所
パ
ー
テ
ィ
が

催
さ
れ
た
の
が
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
想

い
出
さ
れ
ま
す
。

首
都
圏
と
の
交
流
、
企
業
誘
致
、
情
報
収
集
の

拠
点
と
し
て
期
待
を
背
負
っ
た
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
７
年
の
間
に
世
の
中
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
、
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
で
工
場
進
出
な
ど
望
む
べ
く
も
な
く
、
市

の
財
政
面
の
負
担
も
あ
り
、
事
務
所
の
維
持
そ
の

も
の
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

歴
代
所
長
の
地
道
な
努
力
に
よ
り
、
交
流
の
実

績
は
大
い
に
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
交

流
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
み
ん
な
の
願
い
で

あ
り
ま
す
。

幸
い
、
当
事
務
所
の
大
家
で
あ
る
春
日
弁
護
士

の
ご
好
意
で
、
引
き
続
き
十
日
町
市
東
京
連
絡
所

と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
首
都

圏
在
住
者
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村 山 房 夫 さん 故

コモ市の属するロンバルディア州が、世界を舞台に

活躍し、大きな注目を浴びています。

年末にラテン･アメリカ諸国を訪問した州代表は、

その豪腕ぶりを発揮しました。わずか２週間の間でチ

リ、ウルグアイ、ブラジルの３大統領に会見しました。

また、11人の閣僚、70人の国会議員、10人の州知事、

18人のさまざまな分野のコーディネーターと会談し、

20件ほどの商談を成立させたのです。

サンパウロ市においては、水循環システム、ゴミ収

集・処理システム、地域の発展計画、公園・緑地シス

テムの開発で協力することになりました。すでに、配

管･電気･壁職人や陶芸職人養成の職業訓練校開設のた

めの資金を提供し、大成功をおさめています。

さらに、ファッションとデザインの職業訓練校開設計

画も支援してほしいとの要請があるようです。

ラテン･アメリカでの成功の追い風を受けて計画して

いるのが、日本上陸とのことです。目標は｢ロンバルデ

ィア･システム｣の輸出で、この春には実現したいと意気

込んでいるようです。現存の商業関係を安定させた上で

新しい関係を構築し、輸出を促進しながらロンバルディ

アに対する投資を喚起するというものです。

今年は日本におけるイタリア年ということもあり、今

後の動きが見逃せません。

(姉妹都市協力員　当重茜さん）

ロンバルディア州のフォルミゴーニ代表訪日?

59

56

飲酒運転が多発しています。「飲酒し
たら運転しない」を徹底しましょう。

春の全国交通安全運動

４月は、新入学（園）を心待ちにしていた

子どもたちが胸を弾ませて、小学校、保育園

に通い始める季節です。また、交通量の多い

街などに出ていき、行動範囲も広くなること

から、子どもの交通事故が心配されます。

子どもを交通事故から守るために、運転者

は十分に注意

しましょう。

内　容

時　間

1期

2期

3期

4期

開
　
催
　
期
　
間

ソフトエアロビクス教室

【１コース10回】

足腰への負担の少ない運

動で、高齢者や初めての

人でも安心して参加でき

ます。

【定員＝50人】

初心者から慣れてきた人

を対象に、徐々にレベル

をあげていく基本的な教

室です。

【定員＝150人】

月曜日【昼】

午前10時～11時15分

木曜日【夜】

午後７時30分～８時45分

４月23日～７月２日

※４月30日除く

４月26日～７月５日

※５月３日除く

７月９日～９月17日

※８月13日除く
７月19日～９月20日

10月15日～12月17日 10月18日～12月20日

１月７日～３月25日

※1月14日・2月11日除く
１月10日～３月14日

エアロビクス教室

【１コース10回】

都合により予定を変更することがあります。
あらかじめご了承ください。

年
度

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

13

おことわり：長らくご愛読いただいた
「東京事務所」「ふるさと」コーナーは、
今号で最終となります。

い
い
汗
か
こ
う
Z

～初心者の方、大歓迎～

故郷
東京事務所

ご活躍いただいた３人 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと



平
成
13
年
度
実
施
の
１
日
人
間
ド

ッ
ク
で
は
、
つ
ぎ
の
事
項
に
該
当
す

る
人
に
対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の

６
割
を
国
民
健
康
保
険
で
助
成
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
年
齢
対
象
枠
を
広

げ
ま
し
た
。さ
ら
に
、新
規
の
医
療
機

関
と
し
て
、
上
村
病
院
も
加
わ
り
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護

保
険
課
国
保
係
の
窓
口
に
直
接
申
請

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
■
対
象
者
＝

①
十
日
町
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
②
国
民
健
康
保
険
料

を
完
納
し
て
い
る
人
③
昭
和
47
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
④
市
の

住
民
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
■
募

集
定
員
＝
３
０
０
人
■
受
付
期
間
＝

４
月
２
日
b
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま

で
■
持
参
す
る
も
の
＝
国
民
健
康
保

険
証
■
実
施
医
療
機
関
・
助
成
後
の

自
己
負
担
額
＝
①
新
潟
県
労
働
衛
生

医
学
協
会
（
県
立
十
日
町
病
院
前
）

‥
１
５
、
１
２
０
円
（
た
だ
し
子
宮

が
ん
検
診
受
診
者
は
１
５
、
９
６
０

円
）
②
厚
生
連
中
条
病
院
‥
１
３
、

４
０
０
円
（
男
性
の
み
）
③
7
小
千

谷
総
合
病
院
（
小
千
谷
市
）
‥
１
５
、

１
２
０
円
④
6
新
潟
県
健
康
管
理
協

会
（
新
潟
市
）
‥
１
４
、
７
０
０
円

⑤
7
上
村
病
院
（
中
里
村
）
‥
１
４
、

２
８
０
円
（
た
だ
し
婦
人
科
検
診
受

診
者
は
１
５
、
１
２
０
円
）
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係

（
内
線
１
５
５
）

４
月
か
ら
公
・
私
立
保
育
所
の
保

育
料
の
算
定
方
法
を
改
正
し
ま
す
。

主
な
変
更
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
保
育
料
の
改
定
時
期
を
、
現
在
の

６
月
か
ら
７
月
に
変
更
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
保
育
料
の
１
年
の
サ
イ

ク
ル
は
、
従
来
の
「
６
月
か
ら
翌
年

５
月
ま
で
」と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、

「
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
」
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

②
仮
算
定
を
廃
止
し
、
本
算
定
の
み

と
し
ま
す
。
従
来
は
、
保
育
料
算
定

の
基
礎
資
料
と
す
る
課
税
情
報
が
、

４
月
に
確
定
し
な
い
た
め
に
、
仮
算

定
を
実
施
し
、
７
月
に
前
年
の
課
税

情
報
で
本
算
定
を
実
施
し
て
、
精
算

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
仮
算
定
を
廃
止
し
、
７
月
に

本
算
定
に
基
づ
き
保
育
料
を
決
定
す

る
、
わ
か
り
や
す
い
算
定
方
法
に
改

め
る
も
の
が
今
回
の
改
正
で
す
。

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭

係
（
内
線
１
３
１
）

介
護
者
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
、介
護
の
工
夫
や
息
抜
き
の
方
法
、

介
護
者
自
身
の
健
康
管
理
な
ど
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
介
護
を
終
了
し
た
経

験
者
も
大
歓
迎
で
す
。
■
日
時
＝
４

月
16
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
参
加

費
＝
無
料
■
事
前
申
込
み
＝
不
要

■
問
合
せ
＝
十
日
町
保
健
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）

■
日
時
＝
４
月
24
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
医

師
＝
山
下
医
師
（
中
条
第
二
医
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係（
内
線
１
４
４
）ま
た
は

十
日
町
保
健
所（
1
57
│
２
４
０
０
）

国
民
年
金
の
平
成
13
年
度
保
険
料

は
、
月
額
１
３
、
３
０
０
円
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
付
加
保
険
料
の
月
額
４
０
０
円

も
据
え
置
か
れ
ま
す
。

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

務
所
で
は
、
年
金
や
健
康
保
険
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
■
日
時
＝
毎
月
第
２
・
第
４

木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
３
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

■
問
合
せ
＝
新
潟
社
会
保
険
事
務
局

六
日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
７
│
70

│
２
２
１
１
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
２
・
９
・
16
・
23
日
の

各
月
曜
日

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
30
日
（
振
替
休
日
）

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

19 平成13年3月25日号

交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
４
月
19
日
e
午
後
６
時
〜

８
時
30
分（
受
付
５
時
30
分
〜
）■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
参
加
費
＝
３
、
５

０
０
円
（
当
日
徴
収
）
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
４
月
12
日
e
ま
で
に
商
工

観
光
課
観
光
係
（
内
線
２
６
２
）

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
4
月
5
日
・
19
日
の
各
木

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健

康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３

１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
４
月

21
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
十
日

町
情
報
館
■
問
合
せ
＝
十
日
町
情
報

館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
衝
撃
実
験

や
パ
ト
カ
ー
試
乗
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
４
月

７
日
g
午
後
２
時
〜
４
時
■
会
場
＝

妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
ジ
ャ
ス
コ
側
）
■
問
合
せ
＝
十

日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
（
1
57
│
６
０

５
５
）

各
メ
ー
カ
ー
が
力
作
の
数
々
を
発

表
し
ま
す
。
入
賞
作
品
を
含
め
一
般

公
開
し
ま
す
。
■
一
般
公
開
日
時
＝

４
月
14
日
g

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
15
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
入
場
料
＝
無

料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
織
物
工
業
協

同
組
合
（
1
57
│
９
１
１
１
）

■
日
時
＝
４
月
７
日
g
午
後
７
時
〜

（
開
場
６
時
30
分
）■
会
場
＝
市
民
会

館
■
出
演
者
＝
渡
辺
貞
夫
カ
ル
テ
ッ

ト
２
０
０
１（
サ
ッ
ク
ス
渡
辺
貞
夫
、

ピ
ア
ノ
小
野
塚
晃
、ベ
ー
ス
納
浩
一
、

ド
ラ
ム
ス
本
田
珠
也
）
■
入
場
料
＝

４
、
０
０
０
円
■
定
員
＝
５
０
０
人

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
市
民
会
館
、
ハ

ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
■
問
合
せ
＝
ジ
ャ
ズ

共
和
国
（
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
内
1
52

│
３
６
０
８
）

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
使
い

「
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
洋
風
料
理
」

（
ス
パ
ゲ
ッ
テ
イ
・
マ
リ
ネ
ー
ゼ
、

イ
チ
ゴ
の
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
が
け
ほ

か
）
を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝
４
月

10
日
c
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
参
加
費
＝
５
０
０
円

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所（
1
52
│
３
１
０
７
）
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ガイド
催し

今
月
は
、
「
介
護
保
険
は
利
用
の

仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

声
に
お
答
え
し
ま
す
。

介
護
認
定
は
、申
請→

認
定
調
査
・

主
治
医
意
見
書
の
作
成→

一
次
判
定

→

認
定
審
査
会→

認
定
結
果
通
知
の

流
れ
と
な
り
、約
30
日
か
か
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
半
年
に
１
回
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

認
定
結
果
が
届
い
た
ら
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
か
月
の
利

用
限
度
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
割
の
自
己
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
で
き
ま
す
が
、
計
画
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の

作
成
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
介
護

支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

が
無
料
で
作
成
し
て
く
れ
ま
す
の

で
、
事
業
者
一
覧
表
を
見
て
、
早
め

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
は
申
請
の
日
か
ら
有
効
と
な

り
ま
す
。
結
果
が
出
る
前
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
と
き
は
、
必
ず
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
に
利
用
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

◎
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
＝
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
へ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）・
訪

問
入
浴
介
護（
巡
回
入
浴
）・
訪
問

看
護
・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）・
福
祉
用
具
の
貸
与

◎
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
＝
短
期
入
所

生
活
介
護
／
短
期
入
所
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◎
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

◎
住
宅
改
修
費
の
支
給

◎
紙
お
む
つ
等
購
入
費
の
支
給

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
直
接

施
設
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、施
設
に
入
所
で
き
る
ま
で
の
間
、

在
宅
で
の
介
護
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
支
援
専
門

員
や
介
護
保
険
係
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
【
施
設
の
種
類
】
介
護
老
人

福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設

介
護
度
の
認
定

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

施
設
サ
ー
ビ
ス

在
宅
サ
ー
ビ
ス

転
入
者
・
新
採
用
者

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
つ
ど
い

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

交
通
安
全
ミ
ニ
フ
ェ
ア

お
も
ち
ゃ
図
書
館

十
日
町
き
も
の
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
１

第
　
回
ジ
ャ
ズ
共
和
国

国
会
ラ
イ
ブ

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

青
年
海
外
協
力
隊

春
の
募
集
説
明
会

募集

保健
福祉

年金

その他
４
月
の
休
館
日

平
成
　
年
度
定
例
社
会
保
険

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談

平
成
　
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
日

痴
呆
性
老
人
介
護
者
・

家
族
の
交
流
会

４
月
か
ら
保
育
料
の

算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

１
日
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う

■
日
時
と
会
場
＝
①
４
月
19
日
e
‥

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
②
４
月
24
日

c
‥
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
③
４
月
25
日

d
‥
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
※
い
ず
れ
も

午
後
６
時
30
分
〜
■
問
合
せ
＝
新
潟

県
企
画
調
整
部
国
際
交
流
課
交
流
推

進
係
（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５

１
１
内
線
２
２
１
５
）

■
日
時
＝
４
月
20
日
f
午
後
６
時
〜

■
会
場
＝
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
＝
新
潟
県
企
画
調
整
部
国

際
交
流
課
交
流
推
進
係

47

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
の
募
集
説
明
会

13

13

４
月
11
日
d
か
ら
各
郵
便
局
で
老

齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま

す
。受

給
者
は
、
年
金
証
書
と
印
鑑
を

持
参
し
て
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
人
で
も
受
領
で
き
ま
す
。
年
金
を

受
領
後
、
証
書
は
そ
の
場
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
、
受
領
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
証
書
は
、

８
月
の
年
金
支
払
日
ま
で
に
受
給
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
■
当
日
都
合
の

つ
か
な
い
人
は
＝
４
月
13
日
f
ま
で

に
年
金
を
受
領
し
、
証
書
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
国
民
年
金
係（
内
線
１
５
１
）



市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資

源
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
ご
み
処
理
容
器

取
扱
い
登
録
店
か
ら
「
家
庭
用
生
ご

み
処
理
容
器
」
を
購
入
す
る
場
合
、

つ
ぎ
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

【
１
０
、０
０
０
円
ま
で
の
も
の
】

２
分
の
１
補
助
（
限
度
額
３
、
０

０
０
円
、
前
年
度
と
同
じ
）

【
１
０
、０
０
０
円
を
超
え
る
も
の
】

３
分
の
１
補
助（
限
度
額
３
０
、０

０
０
円+

環
境
家
計
簿
の
提
出
）

※
１
０
、
０
０
０
円
を
超
え
る
生
ご

み
処
理
容
器
を
購
入
す
る
場
合
は
、

環
境
へ
の
意
識
を
特
に
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
環
境
家
計
簿
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
限
度

額
は
前
年
度
に
対
し
、
２
倍
に
拡
大

し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
期
間

13
年
４
月
１
日
a
〜
６
月
30
日
g

環
境
家
計
簿
は
、
二
酸
化
炭
素

（

）の
排
出
量
を
減
ら
す
行
動
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計
の
節
約

に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、「
地
球
温
暖
化
」
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

も
し
、
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が

進
ん
だ
ら

①
海
面
水
位
が
上
昇
し
、
日
本
の
首

都
は
、水
没
の
危
険
地
帯
と
な
る
。

②
熱
射
病
な
ど
の
発
生
率
や
死
亡
率

が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
健

康
を
害
す
る
。

③
絶
滅
す
る
動
植
物
が
増
え
る
。

④
水
不
足
、
ま
た
農
業
へ
の
悪
影
響

が
心
配
さ
れ
る
。

な
ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

地
球
温
暖
化
」
の
主
な
原
因
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
で
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
よ
る
電
気
、

ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
水
の
消

費
や
ご
み
の
排
出
は
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
食
器
洗
い
を
低
い
温
度

（
40
度→

30
度
）
に
す
る
と
一
年
で

は
、

が
削
減
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
金
額
に

換
算
す
る
と

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係
（
内
線
１
５
７
）
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４
月
１
日
a
か
ら
中
里
〜
宮
中
〜

土
市
線
の
バ
ス
が
、つ
ぎ
の
時
間
帯
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
般
の
方
も
今
ま
で
ど
お
り

乗
車
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
南
越
後
観
光
バ
ス

㈱
津
南
営
業
所（
1
65
│
３
６
４
７
）

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
個
別
接
種
を
行
い
ま
す
。

接
種
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
13

年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
引
き
下
げ

を
行
い
ま
す
。
１
年
に
２
か
月
ず
つ

引
き
下
げ
、
15
年
度
に
は
風
し
ん
・

麻
し
ん
予
防
接
種
は
、
１
歳
か
ら
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
該
当
す
る
子
＝
４
月
１
日
現
在
、１

歳
４
か
月
〜
７
歳
６
か
月
未
満
の
子
。

■
対
象
＝【
麻
し
ん
】す
で
に
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
子
、ま
た
は
麻
し
ん
・
Ｍ

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
・
風
し
ん

の
混
合
ワ
ク
チ
ン
）の
予
防
接
種
を
受

け
た
子
は
除
く
。【
風
し
ん
】麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
た
か（
今
回
、申

し
込
み
を
す
る
子
を
含
む
）
、
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
子
。

■
接
種
日
＝
【
麻
し
ん
】
５
〜
７
月

の
指
定
し
た
日
【
風
し
ん
】
９
〜
11

月
の
指
定
し
た
日
■
申
込
み
＝
４
月

２
日
b
〜
13
日
f
（
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
の
間
に
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
、
健
康
福
祉
課
の
窓

口
へ
。
※
電
話
の
受
け
付
け
は
し
ま

せ
ん
。
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

■
対
象
と
な
る
子
＝
４
月
１
日
現
在
、

生
後
３
か
月
〜
接
種
日
現
在
、
７
歳

６
か
月
未
満
の
子
で
、
過
去
に
未
投

与
か
１
回
投
与
の
み
の
子
。
平
成
12

年
７
月
２
日
〜
13
年
１
月
１
日
生
ま

れ
の
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

■
投
与
の
方
法
＝
６
週
間
以
上
の
間

隔
で
２
回
投
与
し
ま
す
。
間
隔
が
離

れ
た
場
合
で
も
２
回
投
与
が
必
要
で

す
。
■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
＝

下
痢
を
し
て
い
る
子
■
注
意
事
項
＝

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」を
必

ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
■
持
参

す
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

る
と
投
与
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
、

体
温
計
■
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
15
分
（
時
間
厳
守
）

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
程
表

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係11
日
d
（
午
前
）
十
日
町
砂
利
㈱

（
午
後
）
宇
都
宮
製
作
所
㈱

19
日
e
（
※
１
）
根
茂
織
物
㈱

（
※
２
）
総
合
体
育
館

■
受
付
時
間
＝
午
前
‥
10
時
〜
正
午
、

午
後
‥
１
時
〜
３
時
、
※
１
…
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
、
※
２
…
午
後
０

時
15
分
〜
３
時
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線
１
４
２
）

献
血
ル
ー
ム
の
充
実
化
に
よ
り
、十

日
町
市
で
の
献
血
車
に
よ
る
成
分
献

血
は
、10
月
の
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

成
分
献
血
は
、
献
血
ル
ー
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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〜
環
境
家
計
簿
の
提
出
で

補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す
〜

環
境
家
計
簿

地
球
温
暖
化

Co2

ガス31K
Co219.8O（約36,700R）約3,200円節約

４ 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
13日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

12日E

細貝 巌 弁護士

26日E

櫻井陽一弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談

むし歯のないよい歯の子
２月の３歳児健診を受けた子20人

よい歯の子 住 所　　保護者

（高山３）

（谷内丑１）

（岩　野）

（妻有町西１）

（西寺町）

（上　原）

（下条中央通り）

（四日町２）

一　彦

朋　美

透

浩　二

昌　哉

繁

照　彦

一　裕

山 田 千
ち

夏
なつ

水 落 龍
たつ

樹
き

樋 口 瑞
みず

穂
ほ

伊 藤 楓
ふう

夏
か

田 村 百
もも

絵
え

山 岸 海
かい

杜
と

長谷川優
ゆ

衣
い

西 川 滉
こう

大
だい

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

2・9・16・
23日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

10日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

26日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

20日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

27日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

４月の乳幼児健康診査と休日救急医 健康福祉課 157-3111

休　日　救　急　医乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

1日A
山 口 医 院 袋町中 52-2174

上 村 病 院 中里村 63-2111

8日A 大 熊 内 科 医 院

第 二 藤 巻 医 院

山本町１

川西町

52-7066

68-2018

22日A
津 南 病 院 津南町 65-3161

29日_ 庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

30日B
（振替休日）

た か き 医 院 土市５ 58-2361

15日A

大 坪 医 院 四日町新田２ 57-6100

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

12日
e

午後１時
～１時30分

９年10月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

19日
e

午後１時
～１時30分

11年10月
生まれの幼児

４か月児健診
25日
d

午後１時
～１時30分

12年12月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

25日
d

午前９時15分
～10時

12年６月
生まれの乳児

〔

〔

今月はお休みです。

予防
接種

4月の
献血

バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・

風
し
ん
の
受
付
開
始

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

全
血
献
血

成
分
献
血

土市発
中里村
役場着

７：35 ７：55

中里村
役場発

土市着

18：15 18：36

４
月
13
日
f

４
月
11
日
d

４
月
10
日
c

期
　
日

中
条
・
下
条
・
吉
田

十
　
日
　
町

川
治
・
六
箇
・
水
沢

地
　
　
区

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」

■発行/十日町市役所 〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
E mail  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

待
望
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
学
校
に

設
置
さ
れ
、
３
学
期
か
ら
学
習
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
は
フ

レ
ア
イ
デ
ー
で
、
１
時
間
あ
る
昼
休

み
に
は
上
級
生
が
下
級
生
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
教
え
た
り
、
い
っ
し
ょ
に

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。６
年
生
は
、冬
の
中
条
へ

訪
問
し
て
く
る
岡
山
県
山
手
村
小
学

校
へ
歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
雪
情
報

を
メ
ー
ル
で
送
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

雪
の
中
条
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
山

手
の
子
と
、
寒
さ
を
吹
っ
飛
ば
す
ほ

ど
心
温
ま
る
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、中
条
小
学
校
で
は
子
ど
も
た

ち
の
自
立
と
共
生
を
は
ぐ
く
む
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
招
い
て
の
国
際
理
解
教
育
、
笹

山
縄
文
土
器
に
ち
な
ん
だ「
縄
文
の
森

づ
く
り
」
、
地
域
の
方
に
教
わ
っ
て

の「
ち
ん
こ
ろ
づ
く
り
」な
ど
『
総
合

的
な
学
習
』の
推
進
で
す
。地
域
と
連

携
し
、学
び
の
場
の
広
が
り
に
よ
り
、

新
年
度
に
は
子
ど
も
た
ち
の
ひ
と
み

が
、ま
す
ま
す
輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

<60

宮

沢

希き

央お
う

さ
ん
　
１
９
７
７
年
生

森
の
保
育
園
勤
務

保
育
園
で
働
き
始
め
て
２
年
に

な
り
ま
す
。
事
務
一
般
と
通
園
バ

ス
の
運
転
が
主
な
仕
事
で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
兄
ち

ゃ
ん
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

園
の
行
事
で
は
い
ろ
い
ろ
な
役
に

な
り
、
恥
ず
か
し
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

う
れ
し
そ
う
な
顔
を
見
る
と
、
あ

っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

趣
味
の
一
つ
は
読
書
で
す
。
言

葉
の
一
つ
一
つ
に
力
の
あ
る
村
上

龍
の
作
品
が
好
き
で
す
。

ま
た
、
自
然
が
大
好
き
で
、
夏

は
キ
ャ
ン
プ
、
冬
は
ス
キ
ー
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
今
の
時
期
は
、

毎
週
草
ス
キ
ー
大
会
に
友
だ
ち
と

参
加
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
に
は
お
い
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
人
情
味
も
豊
か

で
す
。
何
よ
り
自
然
の
美
し
さ
は

格
別
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
自

然
を
、
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豊かな学びの場で
いきいき、おおなっ子

中条小学校

72

お 雛
ひな

様
さま

総合マクト

火
を
つ
け
た

あ
な
た
の
責
任

最
後
ま
で

春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
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春季火災予防運動
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春季火災予防運動
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春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
4月1日A～7日G

春季火災予防運動
4月1日A～7日G


